
                     

 

 

 

 

 

 

                     学校長 水野 正人 

 

夏休みが終わり、一回り成長した子どもたちの笑顔が学校に戻ってきました。この夏、

大きな事故もなく元気に新学期を迎えられたことを、心から嬉しく思います。これもひと

えにご家庭や地域の皆様のご協力のおかげです。心より感

謝申し上げます。 

さて、授業日数が一番多く、1年間で一番長い 2学期で

すが、「気づいたら終わっていた」と感じるほどあっとい

う間に過ぎるのもまた、2学期です。そう感じる大きな要

因の 1つは、様々な行事が盛りだくさんであることです。 

例えば、9月には 6年生の修学旅行があります。10月に

は同じく 6年生の連合運動会、2年生と 5年生の風っ子

展、11月には運動会や 4年生のスケート教室、遠足を予

定している学年もあります。そして 12月にはもう終業式

です。このように、次々と行事が続く 2学期は、あっとい

う間に過ぎていきます。 

子どもたちは、日々の教科からだけではなく、こうした行事を通しても、大きく成長し

ます。行事によって得られる学びは、普段ではなかなか経験できない貴重なものです。例

えば、自然の美しさに触れたり、社会のルールを知ったり、友だちの意外な一面を発見し

たり、家族のありがたみに気づいたり…。教科で学んだことを実践する機会が訪れること

もあります。一生懸命に取り組んで成果を得た喜びを感じることがあれば、思うようにい

かずに悔しさを経験することもあるでしょう。 

私たち大人も、子どもの頃にこうした経験を繰り返しながら、多くのことを学び「生き

る力」を身につけてきました。子どもたちにも、行事を通してこのような力を身につけて

ほしいと願っています。 

子どもたちにとって 2学期が実り多い学期となるよう、教職員一同、力を合わせて取り

組んでまいります。引き続き保護者の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 
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４年生が育てて大きく実ったヘチマ 


